
令和６年度八戸大使ふるさとセミナー報告書

吉岡

先生からの紹介を受けた吉岡さん。

青いドレスで登場しました。

１

●開催校 八戸市立長者中学校

●日 時 令和６年１１月２１日 13：40～15：00

テーマ
中学生の君たちへ

～夢、そして挑戦～

吉岡さん登場！

壇上に上がると、本日のテーマについて

お話がありました。

大きさに関係なく夢を持つことや、失敗

をなんでもプラスにすることが大切だと

伝えます。

夢を持とう！

START

●参加者 全校生徒 ２４５名

氏リサ歌手



早速１曲目へ。クリスマスが近いこともあって「ジングルベル」を歌うことに。

曲を盛り上げるために、楽器をやってくれる生徒さんを募集したところ、たくさ

んの生徒が出てきてくれました。

クリスマスの歌を歌おう！

ここで、吉岡さんの家族や、10代の時に思っていたことなど、

生徒と同年代だった頃のお話がありました。

今では素敵な笑顔と明るさで活動されている吉岡さんですが、１８歳くらいまで暗い

性格だったそう。先輩に憧れて海外へ行ったことをきっかけに明るくなっていったん

だそうです。

吉岡さんの生い立ちについて

２

曲がスタート。席の生徒は手拍子や合いの手を入れ、楽器を持った生徒たちは

会場内を動いて盛り上げてくれました。



みんなで歌おう

これまでの活動と出会い

３

２曲目は「手紙 拝啓十五の君へ」を全員で歌うことに。

先生が弾くピアノの伴奏に合わせて、丁寧に合唱します。

ハモリを入れたり、最後の盛り上がりの時には手拍子を入れたり、

心のこもった素敵な合唱になりました。

曲が終わるとお互いに拍手を贈り合いました。

次に、音楽療法を勉強していた吉岡さんが、デンマークやオーストリアへ行った

時のことをクイズを交えながら紹介してくださいました。

また、活動を通じていろいろな職業の方との出会いがあったことを、写真を交え

ながらお話しし、色々な職業の方を知ることで、自分の道を定めていってほしい

ことを伝えます。



４

３曲目は「いのちの歌」

ここで３曲目「いのちの歌」を紹介。

命の大切さについてお話をした後、吉岡さんが歌ってくださいました。

ハイタッチなどのコミュニケーションを図りながら、穏やかに歌い上げます。

生徒たちも曲に合わせて腕を揺らし曲を盛り上げていました。

いのちの歌の後も、お話を挟みながら３曲ほど披露してくださいました。

最後に

最後に２曲「上を向いて歩こう」と「世界に一つだけの花」を続けて歌いました。

吉岡さんの後押しを受けて、たくさんの生徒が前に出てきて

曲に合わせて動いたり、指笛を鳴らしてみたり、

思い思いの形で盛り上げてくれました。

生徒の皆さん、とても楽しげな表情です！



END ５

吉岡さん、ご講演ありがとうございました！

お礼の挨拶

最後に代表生徒からお礼の挨拶がありました。

「印象に残ったのは失敗をプラスに変えるということです。

そうすることで、物事をより良い方向に導くことができること、

また自分も周りも笑顔になると思いました。

夢を叶えることは難しいことだけど、夢を叶えるために１分１秒を大切に、

物事をプラスに考えて自分の夢を叶えたいと思いました。」

素敵な言葉と花束が吉岡さんに贈られ、

セミナーは終了。

生徒とハイタッチをしながら

会場を後にしました。


